
6章 電子リソース（2）

～データベース～

6-1 データベースの利用方法



データベースとは何か？-1

データベースは
便利な情報検索システム

論⽂図書 新聞記事

データベースとは何か？-2

データを整理して保存し、効率的に検索できるようにしたもの
＊Google検索とは異なる︕

Database

データベースの利点
 信頼性の⾼い情報
 最新かつ膨⼤なデータ量
 素早く検索できる便利な仕組み

図書 雑誌 新聞 統計 辞書 事典



学内の蔵書検索
蔵書検索（RUNNERS OPAC）
電⼦出版物検索、電⼦書籍検索

雑誌論⽂
CiNii Research、ProQuest、
⽇経BP記事検索、
EBSCOhost
雑誌記事索引データベース
（ざっさくプラス）

立命館大学図書館で使えるデータベース（例）

新聞
⽇経テレコン
朝⽇新聞クロスサーチ
ヨミダス、
毎索（マイサク）

学内外の様々な資料を検索
まとめて検索
（RUNNNERS Discovery Service）

電⼦書籍
EBSCO eBook Collection
ProQuest Ebook Central
KinoDen、Maruzen eBook Library

海外論文データベース



データベースへのアクセス-1

データベースタブを開き
「全データベース⼀覧」

をクリックする

データベースへのアクセス-2

プルダウンの中から
選んで検索ボタンを

押す



データベースへのアクセス-3

「タイトル別」を選んで、
データベース名の頭⽂字を

クリックする

データベースへのアクセス-4

〈データベースの選択⽅法〉
・資料タイプ、分野のプルダウンから選ぶ
・キーワードで検索して探す
・検索ボタン下の全データベース⼀覧で表⽰されるリストから探す



データベースへのアクセス-5

詳細をクリックすると
データベースの概要を
説明する画⾯が下に

表⽰されます
利⽤したいデータベース
のタイトルをクリックす
るとログインできます

学外からデータベースを使用する-1 （VPN接続）

■VPN接続（事前の設定が必要です）

パソコン、スマートフォンなどでも使えます。
OS別に設定が異なるので、詳しくはITサポー

トのページから確認してください。



学外からデータベースを使用する-2 （学認）

■学認（事前の設定は不要です） ※以下は学認からアクセスの⼀例です


